


研究要旨:小児期の生活習慣と健康障害および動脈硬化危険因子との関連について検討す

るため、小・中学校で介入コーホート調査を行った C その結果、小・中学生の腰高と関連

が深い生活習慣として「早食い」輝動量が少ない」「野菜摂取量が少ない」「テレビとテレ

ビゲームの時間が長い」などが有意であった。また、「起床時間が遅い」r 食品摂取バラン

スが悪い」なども肥満との関連が窺えた。そして、介入によりこれらの習慣を改善するこ

とによって腰高を有意に軽減できる。 


